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宮崎
小学校

〈
現
在
の
校
吉
〉

〈
通
事
訓
練

の

慢

療

〉

〈
昭

利

十

九
年
）

本
按
は
、
明
治
十
年
十
月
、
買
地
区
巳
劃
訟
さ
れ
疋
眠

達
小
学
絞
か
ら
分
離
狙
立
し
、
民
家
を
改
造
し
て
共
研
小

学
筏
と
命
名
し
て
発
足
し
定
。
（
当
時
の
児
童
叡
不
詳
）

明
治
十
九
年
、
舎
の
改
観
寺
附
近
C
授
舎
を
建
築
し
宮

崎
小
学
校
と
改
称
、
大
正
四
年
現
保
育
所
の
場
所
に
再
び

絞
告
を
建
築
し
、
戦
後
昭
和
二
十
三
年
現
在
地
に
現
按
舎

を
新
築
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

地
戚
は
溜
浜
地
滑
で
、
か
つ
て
は
、
村
内
の
大
部
分
ガ

漁
業
を
主
体
と
し
、
こ
の
地
の
「
ひ
だ
ら
と
灰
何
わ
か
め
」

は
著
名
な
伝
統
的
沼
産
物
と
し
て
近
郷
の
人
達
か
ら
親
し

き
れ
て
来
疋
も
の
で
あ
る
。

大
正
四
年
亡
児
童
数
二
五
三
名
を
数
え
疋
ガ
、
戦
後
過

疎
化
現
象
ガ
蓄
し
く
、
現
在
は
九
十
数
名
に
漸
減
し
て
い

る
。載
は
問
中
、
通
事
思
想
の
普
及
と
少
年
の
山
島
鍛
錬
を
巴

的
と
し
て
、
宮
崎
海
洋
少
年
団
ガ
結
成
さ
杓
、
通
事
訓
練

ガ
盛
ん
に
行
わ
れ
だ
こ
と
は
本
授
の
特
色
の

一
つ
で
あ
ろ

－っ
。国鋲
越
中
宮
崎
駅
の
設
置
と
共
に
一
躍
観
光
地
と
し
て

脚
光
を
浴
び
、
舎
や
か
つ
て
の
イ
メ
ー
ジ
存一一

変
さ
せ
て

い
る
が
、
こ
の
加
区
は
文
化
問
ガ
多
く
、
本
按
兜
童
に
よ

る
浜
山
遺
跡
の
発
見
と
発
路
、
鹿
嶋
神
妊
に
伝
わ
る
椎
兜

賓
の
学
習
化
、
宮
崎
賊
跡
、
鹿
嶋
倒
叢
保
護
の
だ
め
に
奉

仕
活
動
を
行
う
賊
山
ヲ
供
会
広
と
、
文
化
財
保
譲
の
だ
め

の
児
童
の
活
－納
ガ
憾
ん
で
あ
る
。

殊
巳
峨
山
子
供
会
の
活
動
は
、
予
mh念
⑦
山
菜
市
の
禿

り
と
げ
金
や
、
姫
興
の
採
取
権
ガ
財
源
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
ガ
大
さ
芯
特
色
で
あ
る
。

本
一
般
の
卒
業
生
の
中
に
は
県
外
に
活
躍
し
て
財
を
成
司

君
ガ
多
く
、
立
化
人
で
は
中
央
官
界
で
活
躍
し
疋
羽
醸
清
－

一
氏
な
ど
汀
あ
げ
ら
れ
る
。

捌

く

わ

診

策

よ

事

1

郷

変

検

券

し

川
川

第

に

訟

で

員

く

E

卸

（

貸

方

ん

団

な

な

道

労

税

進

設

船

を

も

農

成

功

課

、

開

の

故

完

校

の

加

家

年

事

お

パ

ど

学

校

税

増

の

育

り

死

の

一

な

お

八

学

産

が

と

の

よ

水

司
d

ス

）

工

中

間

病

さ

県

だ

の

け

域

盗

事

底

川

定

人

る

山

協

供

4
4
広

工

側

小

国

る

戚

を

ふ

富

体

子

う

）
 
l
 
（
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広
域
ス
ー
パ
ー
農
道
一
第

ー
ー
営
農
団
地
を
結
ぶ

道

”
一

基
幹
道
路
と
し
て

農

一一
了

。〕

士
噴

ノ

大

d

重
孝

一
地
ヱ

ス

房
明

域

寸

↓

広

三
第

4
司

一－

~ 2 4 9守

広
峨
判
決
問
地
牒
泊
似
附
事
業
は
、
九

常
鹿
川
地
を
結
ぶ
基
幹
道
路
（
ス
ー
パ
ー

出
迫
）
と
し
て
、
新
川
地
ば
（

一市
一．．
 
町
）

が
刷
業
を
促
進
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ

ど
山
崎
の
化

ω地
内
で
例
日
町
と
し
て

m

．
問
て
引
が
山
川

f
し
ま
し
た
。

八
回hr
貞

左
が
ス
ー
パ
ー
鹿
泊
V

ひ －さあ千E広昭ln32竿8Jl 8目
．………… 虜 3・ 郵便也霞可

活
動
内
容
は
、

①
創
意
工
夫
を
乙

ら
し
、
融
か
な
尚
子
力
を
身
に
つ
け
る

生
徒
①
自
主
的
に
正
し
い
判
断
と
行

耐
の
と
れ
る
怖
い
忠
ぷ
の
住
民
引
の

・

育
成
を
特
に
前
点
日
械
に
お
い
て
、

一

創
意
て
夫
商
品
刷
、

学
校
生
活
で
の
問
J

川
閥
解
決
学
問
に
h
μ
を
入
れ
て
き
て
い
ー

ま
す
0

．

…

こ

れ
ま
で
に
、
円
本
学
生
科
学
問
圏

一
（
て
．
以
〉
、
保
利
川
出
合
口

（五
点
）

圏

一
創
立
士
央
政

（
一
点）

、
研
究
努
力

－

J

川氏
〈一

点
）
、
銀
悩

（
十
一
．
点
）

、

園

川古
山
田
中
・
償
国
制
限
の
終
以
で
あ
る
川

一
統
計
図
表
協
会
長
賞

（
一
点
）
、
花

田

中
地
内

（
佐
川
）

か
ら
奥
に
入
っ
た
部
紘
一
作
〈
一
点
）
を
受
賞
。

帽

を
結
ぶ
町
道

（川
中

・
大
鷲
谷
線
）

は

、

一

ま
た
、
造
型
教
育
、
学
校
生
活
上

－

お
な
が
ら
の
狭
い
道
路
で
、
交
通
な
ど
に
引
の
問
題
点
の
発
見
や
改
常
に
統
計
教

圃

支
障
を
き
た
し
て
い
た
が
、
部
緩
の
強
い
一
育
を
と
り
入
れ
る
な
ど
し
て
お
り
、

－

．波
明
と
協
hμ

に
よ
り
、
乙
の
ほ
ど
砿
幅
改
一
今
回
の
史
館
は
、
今
後
の
教
育
に
い
〈

－

良

一

部

付

け

併
え
〉
が
完
成
し
ま
し
一
き
な
励
み
に
な
る
と
と
で
あ
る
と
期
岨

た

。

岬

一
侍
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
工
古
？
一
な
ど
完
成

町道田中・大鷲谷線惨

＝＝ー 笹川地内一一

拡幅改良なる

t
・4

、
d
－
－

，
，・
1

肋叩
…成
時．
日．1
斤．路
〉

創意工夫学校功労賞に輝く一｜

中

学

校

小
川
中
学
佼
は
、
こ
の

ほ
ど
税
学
技
術
庁
か
ら
生

徒
の
創
意
工
夫
な
ど
日
ご

ろ
の
糾
学
に
関
す
る
研
究

実
績
が
認
め
ら
れ
、

「
創

意
工
夫
学
校
功
労
賞
」
に

創
き
ま
し
た
。

生
徒
の
創
意
工
夫
や
斜

学
す
る
心
の
育
成
に
成
果

を
め
げ
た
学
校
に
回
目
与
さ

れ
る
こ
の
功
労
賞
は
、

一一一

十
五
年
の
創
設
か
ら
今
年

で
十
八
四
円
で
す
。

全
国
町
村
議
会

議
長
会
表
彰
の
栄

(2) 

特
別
功
労
者

よ
酒

井

栄
氏

全
国
町
村
議
会
議
長
会
第
二
十
七
固
定

期
総
会
に
お
い
て
、
朝
日
町
議
ム
議
長
酒

井
栄
氏
が
地
方
自
治
に
貢
献
さ
れ
た
功

制
に
よ
り
、
特
別
自
治
初
労
者
と
し
て
表

彩
さ
れ
、
先
に
開
俄
さ
れ
た
県
町
村
議
会

議
長
会
総
会
に
お
い
て
、
そ
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
特
別
表
彰
は
、
永
年
勤
続
議
員

で
、
し
か
も
地
方
向
治
に
対
し
て
そ
の
幼

組
が
符
に
出
倒
産
な
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。
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…
緑
と
花
の
町
に

固
定
資
産
税
の
課
税
方
法
変
わ
る

く
ら
し
の
一
日
敏
室
実
施
要
領

富
山
県
民

富
山
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
研
修
室
（
富
山
県

民
会
館
四
階
〉

富
山
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
〈
沼
山
市
新
総
曲

輸
四
の
八
）

T
E
LO
七
六
四
！
三

一一

l
二
九
四
九

無

料

(3) 

今
年
も
緑
化
週
間
中

ー
消
費
者
コ
ー
ナ
ー
ー

法
改
正
と
評
価
替
え
に
よ
り

仰
棚
山
で
の
植
樹
祭
な
ど

闇
定
資
陀
税
の
謀
説
十
刀
法
は
、
地
万
税
上
州
本
は
、
ち
地
に
取
ず
る
。

川

今
年
も
岱
の
緑
化
運
動
期
間
中
、
県
占卜

…一

法
の
改
疋
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
〈
説
明
V

し
た
。

H

Q

作
地
収
に
お
い
て
糊
々
の
行
事
が
催
さ
れ

一

消

費

に

関

す

る

宅
地
等
の
判
明
と
川
じ
算
定
を
し
ま
J

’
a

，

一

－

阻ま
宅
地
等
に
つ
い
て

す
o
大
半
の
拠
地
は
、
附
和
五
十
年
度
J

m
ま
し
た
。

…一

苦

情

相

談

を

ど

う

．ぞ

岡
和
五
十

一
年
度
か
ら
昭
和
五
十
一ニ
4

0
仰

四
月
二
十
日
の
家
庭
緑
の
日
に
は
、

県

・…

－
J

刑判税
M
M
惟
額
に
対
し
て
・
a

澗
の
上
貯
と
な

w

J

朝
日
町
で
は
、
消
費
者
保
護
基
本
法
に

度
ま
で
は
、
評
価
時
的
え
に
伴
う
税
負

nの

仰
知
事
を
は
じ
め
県
叩
脱
会
議
長
ら
関
係
者
が
rコ
基
づ
き
消
費
者
の
利
益
を
・
7
る
た
め
、
梢

調
墜
を
は
か
る
た
め
、
次
の
表
に
掲
げ
る
り
ま
す
。

…
街
偏
に
出
て
朝
日
町
な
ど
思
卜
五
か
所
に

一
費
者
よ
り
の
率
直
な
立
見
、
希
望
、
情
報

負
担
調
整
挙
宇
佐
前
年
度
の
税
額
に
来
じ
て
観
家
庭
に
つ
い
て

一
お
い
て
県
民
に
ツ
ツ
ジ
の
苗
氷
山
信
無
償
配

一一
の
提
供
を
は
か
り
、
消
費
者
保
護
の
た
め

氏
一
マ
舗
を
限
度
と
す
る
ζ

と
に
な

り

ま

附

和

九

十

一
年
抗
議
－
年
度
に
お
け
る

N
Yし
ま
し
た
。

……
の
諸
絡
策
の
円
滑
な
連
出
に
役
立
て
る
こ

リ
．

j
・
1
1
1
11
1
1
1
1
制
基
準
の
改
正
に
よ
り
、
木
造
で
は

一
－
m

朝
日
町
会
場
の
巾
・
富
山
印
刷
会
館
前
で
は

……
と
を
目
的
と
し
て
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
を
設

rゆ
物

F｜
品

持

管

五

倍

、

非

木

造

一
・
閥
的

（
た
だ
し
、
尻
町
花
の
ツ
ツ
ジ
だ
け
あ
っ
て
、

平
五
百
本

一一
世
し
て
い
ま
す
。

古
凶
引
制
蹴
「
寸
刻
附
川
川
！

日
同
け

鉄
造
の
工
場
、
作
服
用

・
一
む

の

上

刊
の
ツ
ツ
ジ
は
待
ち
か
ま
え
た
町
民
の
手
に

…

こ
の
た
び
五
十
一
年
度
の
き
一
ク
ー
に

に
い
比
陪
陣
I
l
l
i－
－
－
1

一
・
一－一

’

界
と
な
り
ま
す
C

叫

一

次
の
方
々
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

仰
渡
さ
れ
、
短
時
間
の
う
ち
に
配
布
を
終
了

一

モ
ニ
タ
ー
は
毎
月
の
食
料
品
の
価
絡
調

乙
の
場
合
の
上
同
率
と
は
、
昭
和
五
十
ま
た
、
白
米
家
Mmに
つ
い
て
も
、
昭
和

，酬
し
ま
し
た
c

一
任
、
消
費
に
闘
す
る
苦
情
相
談
の
受
け
付

一
年
度
評
伽
績
を
昭
和
冗
ト
年
度
柑
強
制
限
間
十
六
年
建
築
以
前
の
誠
一
附
は

一
－
一
五
ι

ま
た
、
阿
月
二
十
三
日
の
山
の
緑
の
臼

……
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

準

額

で

除

し

て

求

め

ま

す

。

的

の

上

界

と

な

り

ま

ダ
o

m

一

消
費
に
関
す
る
帯
情
相
談
が
あ
り
ま
し

－

仰
に
は
、
緑
他
思
想
の
普
及
と
森
係
資
源
の

一

八
説

明

V

3
1
1
11

1

1

1

1

1

1

1

1

N

J

た
ら
遠
雌
な
く
左
記
の
モ
ニ
タ
ー
ま
で
ど

昭
和
五
十
年
度
課
税
際

2
5し
、

一

関

喝

さ

崎

三

ヤ

量

確
保
を
目
的
と
し
て
、
山
崎
託
料
下
さ
い
。

昭
和
E
十
一
年
度

の

評

価

額

が

了

三

倍

即

骸

踊
昭
一闘っ
止
蝿
週
内
回

ι凪
閉
園

の
棚
山
地
内
に
ま
い
て
各
額

一一
・
朝
日
町
消
費
者
モ
ニ
タ
ー

凶

民

圃

園
田
官
喰

ιv
a山戸
約
民
間
出
司
渇
剣
温
圏

一一

以
下
の
と
き
は
、
昭
和
五
十
年
度
強
制
出

一

A
幽

鋼

労
品
川
溜
配
岨
隠
判
前
臨
峨

団
体
民
ゃ
、
山
崎
小
学
校
児

一

藤

沢

威

子
〈
温
泉
町
）

除
額
に

一
訓
を
来
じ
た
も
の
が
、
附
利
五

叩

・

－

u
J
1・刊
’

J
M間
同

閉

・
抵
ら
の
手

に

よ

り

組

問

祭

が

坂

東

君

子

（

本

町

）

十
一
年
度
の
謀
説
懐
準
額
と
な
り
、
乙
の

訓

通

鳴

i
v凶
M

17
v
b調

行
わ
れ
ま
し
た
。

一

平

崎
や
へ
（
上
道
下
）

額
に
税
率
の
百
分
の
一
五
を
来
じ
た
も

J
U陣
織

河

端

緑

化

は

い
う
ま
で
も
な
く

…

消

水

と

も

子

（

西
一一
一浦
町
〉

の
が
税
額
と
な
り
ま
す
。

品
開
割
席
目
1wwR，
L
E爵
殿

村

部

〈西

町〉

民
間
（

f
d
f

・
H
内
陣
治
山
治
ぺ・のい
山
か
ら
、
ま
た

ま

地

に

つ

い

て

劇

鴨

三

＼

持

環

境

の

お

か

ら

も

是

非

必

…
働

く

ら

し

の

一

日

教

室

の

つ

日

以

内

J
M
M日

河

川

魚

湾

裂

で

号

、

各

家

庭

に

お

か

開

催

に

つ

い

て

物

和
五
十
一
年
度
か
ら
五
十
三
年
度
ま
で

1ls
；

れ

ま
し
で
も
緑
他
と
花
い
っ

一

日
山
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
は
、
残

ぱ
い
に
し
た
明
る
い
家
庭
を

一
し
の
中
の
身
近
な
商
品
を
テ
1
マ
と
し

は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
白
犯
澗
助
物
取
を
的

築
き
ま
し
ょ
う
。

口
て、
H

か
し
と
い
消
費
者
H

と
な
る
た
め

年
度
の
税
額
に
来
じ
て
求
め
た
額
を
限
度

…”
の
必
嬰
な
商
品
知
臓
の
修
得
を
は
か
り、

と
し
ま
す
。

一
消
費
者
意
識
の
啓
発
を
は
か
る
こ
と
を
回

八
写
真
は
、

棚
山
地
内
で

…・

－創刊
捌
制
蜘
割

……
的
と
し
て
、
次
の
製
領
に
よ
り
H

く
ら
し

の
縮
樹
祭
V

一一
の

一
回
数
室
H

を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ

一

叶

ゴ

…

…
て
と
参
加
く
だ
さ
い
。

あ報....一一一ー広

m
w
朝
日
町
消
費
者

モ
ニ
タ
ー
決
る
物

て
対
て
湯

所象

一
、
申
し
込
み

一
、
受
講
料

くらしの一日教室テーマ 一覧表

月 日 T 一 ー守

5月18日（火） 食品包装容器と安全性

6月！日（火） 政近問全題性になっている食品の安 について

7月6日〈火） あなたのt.fl躍で盤かな家
計

8月3日（火） くらしの中のむだを考え
る

9月7日（火） だまされやすい訪問販売

時聞はいすれも午後1時30分からです。

一
西
川
雲
町
（
平
柳
）
さ
ん
に
ザ

一
国
勢
調
査
総
理
大
臣
表
彰

一

…

悶
和
五
十
年
国
勢
調
査
の
優
良
調

一

・
査
員
と
し
て
、
平
柳
二
区
を
担
当
さ

－

一
れ
た
西
川
重
成
さ
ん
が
総
理
大
臣
表

一

一
彩
色
乞
受
け
ら
れ
、
そ
の
伝
達
式
が
四
一

一
月
二
十
四
日
県
庁
に
お
い
て
行
わ
れ

一

一
ま
し
た
。

一

－E
E
－－E
E
－－L
 

ヲ

t
q
u
1
・



自
分
だ
け
は
大
丈
夫
・

ilii f;1 5 I r.i: 5 JI I 0日
月 担l'1正月 I0 M発fi)

成
人
病
が
増
加

陀
業
経
済
の
め
ざ
ま
し
い
溌
段
、
生
前

環
境
の
懲
備
、
凶
門
学
の
進
歩
な
ど
に
よ
っ

て
、
日
本
人
の
平
均
必
命
も
延
び
て
き
ま

し
た
。
男
子
じ

）
・
一
六
歳
、

女
f
じ
六

・
一一二

誌
で
、
こ
れ
は
枇
界
的
v
べ
仰
に

入
っ
た
と
一
一
A
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

一
万
で
は
、
慢
性
疾
山
、
と
く
に
凶
人
柄

の
期
加
が
H
J．ち
は
じ
め
て
い
ま
す
。

九
一
町
の
昨
年

↑
年
間
の
疾
病
別
死
亡
を

み
ま
し
て
も
、
全
国
平
均
を
ヒ
回
る
七
．
．
 

・
問
%
が
成
人
病

〈
制
胤
符
樹
倒
、
川

m

打町一社
、
心
臓
市
川
出
、
悪
性
新
化
物
）
で
死

亡
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
昨
年
は
、
心
脳
扶

出
が
こ
れ
ま
で
の
脳
血
管
損
傷
を
上
回
っ

て
第

一
位
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
必
性

新
生
物
（
カ
ン
〉
も
刷
え
て
お
り
ま
す
。

食
生
活
の
改
善
に
よ
る
体
似
の
向
上
と

肥
り
過
ぎ
の
問
題
、
交
通
の
発
達
に
よ
る

運
動
小
小
川店
、
山
業
発
展
の
裂
で
は
、
大
気

－ん
淡
に
よ
る
環
境
の
題
化
等
々
、
そ
し
て

社
会
か
ら
受
け
る
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
健
康

と
疾
病
を
め
ぐ
る
新
し
い
諸
問
舶
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

と
う
し
た
社
会
環
境
の
中
で
少
し
で
も

慢
性
疾
位
、
と
く
に
成
人
・
糾
を
防
ご
う
と

町
で
も
積
々
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

そ
の

）
つ
と
し
て
、
毎
月
第

一
金
附
日
の

健
康
相
談
や
、
今
月
下
旬
か
ら
は
じ
ま
る

結
級
住
民
検
診
に
併
わ
せ
て
の
胤
庄
検
診

な
ど
が
そ
れ
で
す
。
そ
こ
で
チ
エ

γ
ク
さ

れ
た
人
に
は
、
第
二
次
検
診
で
更
に
梢
楕

検
査
を
実
施
し
、
こ
ま
か
い
保
健
指
導
を

行
い
、
疾
病
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。
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進
ん
で
検
診
を

ま
た
、

ガ
ン
検
診
に
つ
い
て
も
、
例
年

の
と
お
り
各
地
で
実
施
し
ま
す
。

自
分
だ
け
は
大
丈
夫
：
：
・：
：
と
い
う
健

成
過
信
や

w
も
し
慈
い
と
さ
口わ
れ
た
ら
ど

う
し
よ
う
H

と
い
う
邪
鍛
に
、
む
を
惑
わ
さ

れ
ず
進
ん
で
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

(I附苅150年）

そ

の

糖

尿

＼、、
〆”表~lj 因死男IJ区く 地

総

診療用

医繍験線靭澄備

修 泊病院 移
1 1_1~＼~［］二2

守
E
E
n司

u
o
，ι

泊
病
院
で
は
、
国
民
年
金
の
還
元
融
資
を
受

け
、
医
療
探
機
等
の
絵
備
を
し
、
診
療
機
能
の

向
上
を
は
か
り
ま
し
た
。

購
入
し
た
主
な
掛
櫛
は
、
尿
自
動
分
析
装
閥
、

直
腸
鎖
、
自
動
分
制
分
包
機
、
断
閥
撮
影
麓
置

X
線
フ
イ
山
川
ム
自
動
現
像
機
、
大
腸
フ
ァ
イ
バ

ー
ス
コ
ー
プ
、
万
能
式
下
肢
紫
引
装
箇
、
低
周

波
治
療
器
等
で
す
。

＜写真は断層撮彫装置＞

(4) 

だ
捕
漁
船
等

特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

戦
後
、
北
万
四
島
（
同
後
、
沢
民
、
歯

舞
、
色
丹
）
周
辺
海
域
で
ソ
連
邦
に
だ
抑

抑
留
さ
れ
た
人
に
対
し
、
こ
の
た
び
、
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
該
当
者
の
方
は
、
富
山
県
水

産
課
文
は
、
朝
日
町
産
業
課
へ
連
絡
し
て

下
さ
い
。

【受
給
資
格
者
】

国
後
、
択
捉
、
簡
舞
、
色
丹
の
四
島
周

辺
海
域
で
、
昭
和
二
十

一
年
か
ら
昭
和
四

十
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
ゾ
連
邦
に
だ

揃
さ
れ
た
漁
船
に
つ
い
て
次
の
内
容
の
か

た
。
什

漁
船
の
船
主
（
所
し
何
者
、
使
用
者
）

又
は
、
そ
の
遺
朕

M
W

漁
船
の
船
主
が
法
人
で
あ
る
凶
場
合
は

そ
の
法
人
又
は
、
一
般
承
継
入

国
銅
留
乗
組
員
又
は
、
そ
の
遺
族

同
だ
捕
が
原
因
で
死
亡
し
た
人
の
遺
族

同
だ
捕
が
原
因
で
障
害
を
受
け
た
人
又

は
、
そ
の
遺
旗

地区名｜ぷM~1I ~ l~~I ; I ::: 1！：~1 ~ I 老｜ 白 ~:ii:;1 .., I : 
ikと~I ~J:;! ~， I ：~｝：炎Il I 以 ｜段｜炎協同！ 阪 1 ~ 1 病 ｜ 他
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消
防
署
へ

新
鋭
消
防
車

こ
の
ほ
ど
日
本
損
害
保
険
協
会
の
は
か

ら
い
に
よ
り
、
新
鋭
消
防
ポ
ン
プ
自
動
惑

が
朝
日
町
消
防
署
へ
寄
贈
さ
れ
、

去
る
三

月
二
十
四
日
朝
日
町
福
枇
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
受
納
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
消
防
離
は
、
「
火
災
保
険
号
朝
日

」
と
命
名
さ
れ
、
消
防
刀
の
強
化
と
、
今

後
の
活
蹄
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。ー、ー』
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ふるさとの家一ー利用者募集ー」

L 開 設 時期 I 

毎月第3日曜日（家庭の日）、お盆、正月 J

八
写
真
は
、
楽
焼
に
親
し
む
若
者
た
ち

V

昨
年
は
、
百
円
十
人
の
利
用
者
が
あ
り

た
い
へ
ん
喜
ば
れ
た
た
め
、
今
年
は
、
さ

ら
に
規
棋
を
拡
大
し
て
開
設
し
ま
す
。
利

用
ご
希
望
の
万
は
、
電
話
又
は
ハ
ガ
キ
で

魚
津
公
共
服
薬
安
定
所
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
が
あ
り
次
第
、

詳
し

い
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。

申
込
先
魚
陣
公
共
職
業
安
定
所

魚
津
市
本
町

一
丁
目
四
番
三
十
二
号

（〒
九
三
七〉

電
話

O
七
六
五

l
二
五
l
O
一二
六
五

昭
和
五
十
一
年
度

下
新
川
郡
公
民
館

連
絡
協
議
会
総
会
開
く

去
る
四
月
二
十
一
日
、

朝
日
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
で
比
和
五
十
一
年
度
下
新

川
川
公
民
館
連
総
協
議
会
な
ら
び
に
、
下

新
川
郡
視
聴
党
教
門
協
議
会
の
総
会
が
捌

か
れ
ま
し
た
の

入
皆
、
字
奈
月
、
朝
日
の
三
町
か
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
地
区
公
民
館
長
の
ほ
か
公
民
館

関
係
者
及
び
教
育
委
員
会
関
係
職
員
な
ど

約
四
十
名
が
参
集
し
、
新
年
度
事
業
計
一幽

予
算
案
の
審
議
、
新
役
員
の
選
出
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

滋
昭
和
五
＋
一
年
度
新
伶
員
躍

下
新
川
郡
公
民
館
連
絡
協
譜
会

会

長

刷
会
長

竹
内
慎

一
郎
（
入
善
〉

松
平
・
源
治
（
宇
奈
月
〉

広
川
親
義
（
朝

日）

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
で
は、

今
年
も

「
ふ
る
さ
と
の
家
」
を
開
設
し
て
お
り
ま

す
。
「
ふ
る
さ
と
の
家
」

は
、
一

般
家
庭
に

委
託
し
て
、
毎
月
第
三
日
限
日
（
家
庭
の

日
〉
あ
る
い
は
お
役
や
E
月
に
無
料
で
開

設
し
て
お
り
ま
す
が
、
泣
く
峨
郷
を
織
れ

て
、
現
花
、
富
山
県
内
の
工
場
、
病
院
、

商
店
な
ど
に
就
職
さ
れ
て
い
る
青
少
年
の

み
な
さ
ん
に
く
つ
ろ
い
だ
気
持
ち
で
、
家

庭
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
の

憩
い
の
家
で
す
。

乙
の
「
ふ
る
さ
と
の
家
」
で
は
、
心
配

ど
と
や
悩
み
ご
と
を
相
談
し
た
り
、

土
地

の
風
俗

・
習
慣
を
聞
い
た
り
、
故
郷
の
い

ろ
い
ろ
な
乙
と
な
ど
を
話
し
合
い
な

が

ら
、
家
族
の
一
員
に
な
っ
た
つ
も
り
で
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

。ヨ書
員

奥

田

新

作

（
入
者
〉

京
免
盟
作
（
字
奈
月
）

水
島
近
太
郎
（
朝
日
）

，， I'/ •j今

上
原

直

三
（
入
善
町
教
委
）

朝
日
五
一
（
宇
奈
月
町
教
委
）

間
部
務
治
〈
朝
日
町
教
委
）

永
井
縫
次
郎
〈
教
育
婚
務
所
）

佐
々
木
与
作
（
宇
奈
月
）

大
野
亀
吉
〈
朝
日
）

事

I'/ I/ ’v I百七

事

4’ 
下
新
川
郡
視
聴
覚
教
育
協
餓
会

理，

荒
木
任
官
口
（
入
務
教
餐
反
）

竹
内
慎
一
郎

（
都
公
連
会
長
）

田
原
長
五
郎
（
郡
学
説
研
）

事

大

韓

正

夫

（入
普
町
教
委
）

佐
々
木
正
椛
（
宇
奈
月
町
教
委
）

水
野
・
刀
次
（
朝
日
町
教
委
）

上

原

正

一二
〈
入
善
町
教
委
〉

永
井
雄
次
郎
（
教
育
事
務
所
）

佐
々
木
与
作
〈
宇
奈
月
町
）

大

野

地

吉

（
朝
日
町
）

。同I）会
会
長長

。I/ 車宇
事

。世止ァ
J..Ul. 

ま停

// 

つ
富
山
県
青
年
の
船
｜
｜
｝

－

募

集

し団

員

務
訪
問
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

〈
マ
ニ
ラ
、
バ
J

キ
オ
、
セ
ブ
）

縁
派
遣
期
間

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
七
日
（
日
）

i
十

一
月
二
十
日
〈
土
）

務
派
遣
人
員

九
十
ぷ

（朝
日
町

－O
引
）

線
経

費個
人
負
拘
金
約
六
万
円

瀦
応
募
資
格

①
日
本
の
国
舗
を
有
し
、
日
山
県
に

二
年
以
上
居
住
す
る
満
二
十
歳
以
上

財

一

北

陸

の

宮

〉

宮
崎
太
郎
長
康
公
〈

供
養
会
行
う

化文宮
崎
城
三
の
丸
に
、
昭
和
四
十
五
年
宮

内
庁
の
協
力
を
得
て
、
仲
畑
陸
宮
の
境
基
が

建
立
さ
れ
、
・
次
い
で
附
和
四
十
八
年
四
月

に
臨
時
太
郎
長
康
公
の
供
接
犠
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
乙
の
悶
盟
な
史
跡
を
永
久

に
保
存
し
、

子
孫
に
伝
え
る
た
め
、

去
る

凹
月
二
十
日
城
山
三
の
丸
の
現
地
に
お
い

て
制
日
町
文
化
財
調
査
委
員
会
を
中
心
に

供
養
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
位
の
戦
乱
期
に
、
地
方
の
豪
遊
宮
崎

太
郎
が
、

甑
氏
の
雄
、
木
曽
義
仰
に
従
っ

て
宮
崎
城
に
拠
り
、
北
陸
の
宮
を
迎
え
、

ζ

と
で
御
所
を
造
営
し
て
北
陸
宮
が
平
家

追
討
の
指
田慨
を
と
ら
れ
た
ゆ
か
り
の
地
と

し
て
、
し
か
も
安
徳
天
皇
の
没
後
、
次
期

矢
車
を
競
望
し
て
敗
れ
ら
れ
た
悲
運
の
宮

純
二
十
九
陥
ま
で
の
男
女

①
州
国
後
、
職
場
、
地
域
、
背
少
作

団
体
等
で
巾
盟
と
し
て
活
動
が
期
待

で
き
る
者

欝
応
募
方
法

①
所
定
の
応
募
用
紙
は
、
朝
日
町
教

育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

①
所
定
の
テ
1

マ
の
作
文
を
提
出
し

て
も
ら
い
ま
す
。

畿
応
募
締
切

五
月
十
五
日
（
土
）
正
午

闘
応
募
先
朝
日
町
教
育
一
夜
員
会

関
面

接応
募
者
に
後
目
、
期
日
、
場
所
等
を

連
絡
し
ま
す。

(5) 

の
史
跡
と
し
て
、
こ
の
三
者
の
総
合
的
な

史
跡
と
し
て
の
宮
崎
城
跡
を
保
存
す
る
た

め、

宮
崎
城
跡
史
跡
保
存
会
の
結
成
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
、
供
養
会
を
終
り
ま
し

た
。八
写
真
は
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健康づくり、 体力づくり

にみんなで「尽起き走ろう

会」に参加しませんか。子

どもさん、高年齢の刀、ご

婦人の方、家中そろって手

をつないで走りましょう。

ゆっくり、ゆっくり走りま

しょう。

期日 6月13日 （日）
7月11日（日）
8月 1日（日）
9月12EI（白）
10月17日（日）
泊病院前、午前5
時30分に集合

病院時IJ～東京野件：Al
スタ ート 午前6時
タイムは気にしない、 mt
理だと思ったら少いても結

構です。択の月にまた必っ

てみましょう。

走ろう会案内

場所

朝
日
町
連
合
婦
人
会

朝
日
町
結
桜
予
防
自
の
会

本
年
度
活
動
目
僚
と

役
員
き
ま
る

朝
日
町
連
合
婦
人
会
、
朝
日
町
結
桜
予

防
母
の
会
で
は
、
四
月
十
八
日
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
総
会
を
聞
き
、
五
十
一
年

度
役
員
を
選
出
し
、
活
動
目
標
を
決
定
し

ま
し
た
。－m活
動
目
標

み
ん
な
の
知
忠
を
出
し
A
qい
、
み
ん
な

で
学
び
な
が
ら
、
考
え
な
が
ら
、
み
ん
な

で
実
行
す
る
乙
と
に
よ
っ
て

・
自
分
自
身
を
高
め
る
と
と
も
に

・
思
い
や
り
の
あ
る
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
に
役
立
つ
実
践
活
動
を
計
画
、
実
行

す
る
乙
と
を
自
憾
に

震
活
動
方
針

て
健
康
培
進
に
努
め
ま
し
ょ
う。

一
、
省
資
源
・
再
利
用
の
工
夫
に
努
め
ま

’レょ・つ
。

て
愛
の

一
声
運
動
の
輸
を
広
げ
ま
し
ょ

う。媛役

会

長

刷
〈
長

会省用

員水

尚

文

子

野

田

い

の

折
谷
則
前
美
子

訟

原

す

み

雌

川

化

子

市口
紅
ゆ
智
子

水
島
ミ
キ
エ

水
野
ミ
ッ
，
キ

（泊）

（
宮
崎
）

〈
佐
川
）

（
州
保
）

（
ト
〈
家
庄
）

（
五
筒
庄
）
（境
〉

（
山
崎
）

*" .-ft! .11・ 多
体
協
だ
よ
り
物

こ
の
ほ
ど
朝
日
町
体
育
協
会
の
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
、
岡
和
五
十

一
年
度
事
業

計
画
を
択
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

－g
集
計
画
路

4
－
お
両
越
軟
式
野
球
大
会

5
・
9

歩
こ
う
会

5
・

同

町
民
庭
球
大
会

5
・

羽

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

6
・
初

二

市

一
郡
・
中
学
駅
伝

7
・
Mmtお
朝
日
、
白
馬
岳
登
山

8
・
1

町
民
水
泳
大
会

8
・
辺
町
民
野
球
大
会

8
・

Mmtm
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

叩
・
引
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
・
川
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

。

町
民
卓
球
大
会

2
・
6

町
民
ス
キ
1
大
会

3
・

は

町
民
パ
ν

l
ボ
l
w
大
会

3
月

町
民
柔
道
大
会

5
i
6月
末
朝
間
野
球
大
会

6
i
m月
毎
月
第
二
日
曜
日
走
ろ
う
会

蹟
朝
日
町
体
育
協
会
役
員
嵐

監刷会。。会
長長

臨

開

安

正

（

山

崎
）

消

氷

賢

二

（
大
・
家
庄
〉

寺

田

知

勝
（
泊
三
区
）

水
島

附
（
宮
崎
〉

深
松

突
（
笹
川
）

佐
々
木
孝
久
（
泊
一
区
）

本
村
朝
男
（
泊
三
区〉

河
内
登
（
五
箇
庄
）

折

谷

嬰

（笹
川
）

土

井

秀

敏

（間
保
）

事

会問1）理
。毒事グ
長長滞

日

町
民
朝
間
野
球
大
会

五
月
二
十
四
日
か
ら

第
五
回
朝
間
野
球
大
会
は
、
き
た
る
五

月
二
十
四
日
（
月
）
か
ら
毎
日
（
た
だ
し

日
曜
日
は
除
く
。
）
、
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド

で
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
希
望
チ
l
ム
は
ど

し
ど
し
申
込
ん
で
下
さ
い
。

。
由
申
込
要
項

マ
申
込
締
切
五
月
十
八
日
〈
火
）

マ
申
込
場
所
大
和
ス
ポ
ー
ツ
店

0
・
加
・

一
チ
l
ム

二

、
ヌ

×
U
円

〈
申
し
込
み
と
同
時
に
願
い
ま
す
。〉

＠
代
表
者
会
鴎
及
び
抽
選

マ

日

時

五
月
十
八
日
〈
火
〉
午
後
七

時
三
十
分

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

(6) 

マ
掲
所

。
開
会
式

マ
日
時

d
主
催

五
月
二
十
三
日
〈
日
〉
午
前

六
時
小
丸
山
グ
ヲ
ン
ド

（
雨
天
の

編
合
、
中
学
校
体
宵
館
〉

朝
日
町
体
育
協
会

北
日
本
新
聞
社

朝
日
町
野
鼠
連
盟

朝
日
町
野
球
穣
判
協
会

マ
樋
所

。
主
管最

近
入
札
さ
れ
た
百
万
円

以
上
の
工
事

町
道
官
同
宿
・
弁
の
日
銀
改
良
工
事

工
事
費
四
七

O
万
円

工

期

四

月

六

日

l
四
月
三
十
日

延

長

一

八

O
米

幅

国

五

・
五
米

訂
正
と
お
わ
び

四
月
号
表
圏
、
境
小
学
校
の
写
真
説
明

の
う
ち
「
現
在
の
校
舎
（
明
治
四
十
四
年
）

建
築
」
は
誤
り
で
、
前
の
校
舎
の
新
築
さ
れ

た
の
が
明
治
四
十
四
年
で
、
現
在
の
校
舎

は
、
昭
和
二
十
八
年
に
更
に
建
築
さ
れ
た

も
の
で
す
。
ま
た
、
本
文
中
「
昭
和
四
十

年
の
集
中
豪
雨
」

は、
「
間
和
四
十
四
年
」

の
誤
り
で
、
乙
乙
に
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。
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子
供
の
水
死
事
故
を

な
く
し
よ
う

幼
児
の
一
人
遊
び
は
危
険

本
年
も
い
よ
い
よ
川
飢
え
時
期
を
店
え

水
盟
事
般
の
宛
伺
し
や
す
い
附
則
と
な
り

ま
し
た
。

口
町
近
五
か
年
の
市
山
以
内
に
お
け
る
が

故
発
生
状
況
を
見
ま
す
と
、
発
作
件
数
一

二
四
件
、
う
ち
死
亡
件
数

一
O
五
件
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
未
就
学
児
の
事

故
が
多
く
同
月

t
七
月
に
集
中
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
降
雨
期
を
迎
え
中
小
河
川
、

農
業
用
排
水
路
は
培
水
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
未
就
学
児
の
一
人
遊
び
を
さ

せ
な
い
よ
う
お
．主
い
に
十
分
注
意
し
ま
し

ょ－っ
。

さ報守一ー－あ

技
指
、
お
店
と
台
所
と
一

一断
の
部
自
と

い
う
よ
う
に
、
お
好
き
な
場
所
に
四
台

ま
で
お
け
ま
す
。

－
ど
の
電
話
機
か
ら
も
ボ
タ
ン

を
ポ
ン
と

仰
せ
ば
川
円
か
ら
の
む
ね
を
他
の
加
山
川
町
に

ま
わ
し
た
り
、
ご
－
M
亦
脳
内
で
の
お
析
し

も
で
き
ま
す
。

A
V
ミ
ニ
ス
ピ
ー
カ
ー
で
潔
肢
を
三
角
に
呼

び
山
せ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、

二
l
－
0
0
0訴
〈
無

料
）
へ
ど
う
ぞ
朝
刊
屯
報
屯
諸
問

間
断
気
も
あ
た
た
か
く
な
り
、
行
楽
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
使
い
終
っ
た
電
気
器

民
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
片
拭
い
て
お
く
習
慣

を
つ
け
て
お
い
で
に
な
る
と
思
い
ま
す
が

お
川
か
け
問
に
今

一
度
電
気
の
安
全
を
点

検
し
ま
し
ょ
う
。

－
ア
イ

u
ン
、
ポ
ッ
ト
な
ど

－
M
除
機
、

ジ
ュ
ー
サ
ー
な
ど

・
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
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踏切の支障や、線路に物をi泣いたりして、
脱線事故が起きて おり ます。快j直な／｛(i.行を

していただくため、次のことにご協ブJl闘いま
す。

① 線路の付近で子供さんを遊ばせないで

ください。

① 線路や駅構内への立ち入りはやめてく

ださい。

① 先月、道下付近で線路に石奇~r~tいた子
供さんがありました。みんなで住践して

ください。

① 列車に石を投げたりしないよう fv~さ
んに注意してください。

① 踏切以外の線路繍断や、縦断内{2-'.Jよか
ないでください。

①平柳踏切等で警報総の的っているのに

踏切を渡る人があります。政らないでく

ださい。

① 踏切では必ず止まって、左右の安全を

。密かめてから渡りましょう。

鉄道の事故防止に協力を

一＝国鉄だよ

、
① ① 場 ロマ渇 臼マ 脇 I lν 
場日場臼 交 所持心所持 入 所 H年行相
所附所 i待 通 配 衛 政三火
Lf 1f二 事 T !?}j午毎 ご胡午 .IL法 ，；.11lr fiJ相 己火
魚泊i/m県 j)i／空 怖 E 日 flil週 と 日後月 偉 目 前 月 鍛 ι －ーー・
附 1・ー 部J役!Ti 十 cぇ L IHJ十火 網 l簡;I~ －十 湖町卜 出 と
lr{f l時ペ巡三間｜時 llfi，：絞 ll~f 八談制 It（トー ーァ

県 1 拠 t第 回 ｜ 祉 1日 l [I トII:1火 」
総午 ベ 午 三 O セ＇ I二 t! lf二 セ ＇I：附 案
庁合後＝ 雌＊ 後ご 曜月 談＋目 五七夕ン後三 タン 後問 タン後三 11 肉

合時日時日 六 l時 l時 I I時
... ,oil 

〈
附
和
五
十

一
年
四
月

γ
五
円
現
往
）

あ
す
こ
や
か
に
（
赤
ち
ゃ
ん
寵
生
）

。境

長
女
二
女
畏
釣

二
回
目

楽部

水氷山渡
島島崎辺

Il＇！（滋義義
正 犯 n促暢

々

意

// 

凋
凶

京
隆

氷

見

良

品単

建

部

民

弘

行
河
辺
d

－TU
作
比

吋

H
u
v
－a
A
h

，aEト
＆
轟
畑山町

加
減

同
犬

烈

順

一

小
杉

日市下

上
品

質

氷
見

忠

一

柳

米

丘

利

明

水
戸
部
清
二
郎

谷

口

俊

治

大

島

明

信

七
沢
孟
男

井
口

栄
樹

泊横

尾

，， ’v 。沼

保

// // 砂。平// 大山桜
家
庄崎町お
し
あ
わ
せ
に
（結

O
長

野

秋
田
県

O
沼

保

砂

二 袋香生

O
草

野

青
海
町

O
殿

町
三
枚
栂

O
沼
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大人の希望者
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